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要　　　　旨
管理栄養士養成課程および栄養士養成課程女子学生における特定保健用食品（トクホ）
食用油の科学的根拠の認識について明らかにするための質問紙調査を行った。管理栄養士
養成課程には栄養士養成課程に比べて調査に用いたトクホ食用油をトクホと認知している
者や関与成分の作用機序についての知識を有する者、および保健用途が期待できる対象者
を正確に把握している者の割合が多かった。特に管理栄養士養成課程の 年生以上に関与
成分の作用機序について知識を有する者の割合が多かった。トクホの科学的根拠が掲載さ
れている論文を探して読もうとした者や実際に読んだ者は管理栄養士養成課程では 名、
栄養士養成課程では 名であった。また両課程とも約 割の者が、保健用途が期待できる
対象者を判断した根拠について、テレビコマーシャルと回答していた。今後の管理栄養
士・栄養士養成教育にはトクホの関与成分の作用機序の知識とともに、商品パッケージや
広告等の掲載データおよびトクホ申請時に提出された論文を確認する習慣や論文読解能力
をつけさせ、保健用途が期待できる対象者を理解できるようにするための授業内容が必要
であると考えられる。
キーワード：特定保健用食品、管理栄養士養成課程学生、栄養士養成課程学生、科学的
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　緒言
特定保健用食品（以下トクホ）は「許可等を受けて、食生活において特定の保健の目的
で摂取をする者に対し、その摂取により当該保健の目的が期待できる旨を表示する食品を
いう」 ）と定義され、トクホ製造販売企業がヒトを対象として実施した安全性と保健用途
に関する臨床研究の科学的根拠をもとに消費者庁長官によって保健機能の表示が認可（承
認）された製品である。
消費者庁の「特定保健用食品制度について（ 年）」 ）によると、トクホは「食生活等
が原因となって起こる生活習慣病等に“罹患する前の人”もしくは“境界線上の人”を対
象とし、食生活を改善して健康の維持増進に寄与する食品」であるとされており、病者が
治療目的に使う食品ではない。しかしながら、消費者の中には疾病治療を目的としてトク
ホを利用している者がいるのが実情である ，）。トクホを利用しての健康被害の中には医薬
品との併用が疑われた事例もあり ）、医療従事者にはトクホの科学的根拠について知識を
得て消費者に適切な利用指導をすることが求められる。医療従事者の中でも、管理栄養士
は患者からのトクホ利用相談を受けることが多いことから ，）、管理栄養士として勤務する
者も、これから管理栄養士や栄養士になる養成校の学生もトクホの科学的根拠について知
識を身につけておくことが必要である。
日本栄養改善学会が 年に提案した（ 年改定）管理栄養士養成課程におけるモデ
ルコアカリキュラムでは「特定保健用食品について表示の規格を含め説明できる」との文
章が明記され ）、また全国栄養士養成施設協会が 年に作成した栄養士養成課程コアカ
リキュラム（試案）、 年に厚生労働省の管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）改
定検討会が公表した（ 年改定）管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）改定検
討会報告書においても、小項目として「特定保健用食品」と明記されている ， ）。これらの
ことより管理栄養士および栄養士養成課程の在学生はトクホについて学んでいるものと考
えられるが、管理栄養士・栄養士養成課程学生がトクホの科学的根拠についてどの程度認
識しているのかは明らかになっていない。
そこで本研究では、今後の管理栄養士および栄養士養成課程においてトクホについてど
のような教育をすべきかを検討するため、管理栄養士・栄養士養成課程学生におけるトク
ホの科学的根拠についての認識を探ることを目的とした。
　方法
　調査時期と対象者
年 月、宮城県・山形県・東京都・愛知県・鹿児島県の 大学 短期大学の管理栄
養士養成または栄養士養成（ 年制または 年制）課程に所属する女子学生を対象として
トクホの利用実態および、その科学的根拠に対する認識についての質問紙調査を実施し
た。研究を行うにあたって、至学館大学の倫理委員会に研究計画書を提出し承認を得ると
ともに（承認番号 ）、調査対象校の学生には本調査の目的と本調査は無記名であること、
調査参加は自由であること、調査を拒否した場合に不利益はないことを口頭で説明し、調
査票の回収をもって同意を得たものとみなした。回答を得られた ， 名（管理栄養士養成
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課程 名、栄養士養成課程 名）のうち、未記入項目や矛盾回答がなかった 名（管理
栄養士養成課程 名、栄養士養成課程 名）を本研究の対象者とした。
　調査項目
調査対象としたトクホは、食用油形態のトクホ（関与成分；中鎖脂肪酸。体脂肪に対す
る保健用途）であり、質問紙には商品名で記載したが、本論文では対象トクホと記載した。
質問項目は対象トクホの利用経験、対象トクホがトクホであることの認知、対象トクホの
関与成分の作用機序の知識、トクホ申請時に提出された論文を読んだことがあるか、広告
（TV、新聞、雑誌、ホームページ、企業パンフレット等）に掲載されているデータを見た
ことがあるか、どのような人に対象トクホの保健用途が期待されると考えられるか、およ
びそのように判断した根拠についてである。どのような人に対象トクホの保健用途が期待
されると考えられるか、およびそのように判断した根拠については複数回答可としたが、
その他の項目は当てはまるものを一つだけ回答してもらった。
　統計解析
対象者の所属課程と学年別人数比率および選択肢の回答比率との関連、対象者の所属課
程における学年と選択肢の回答比率との関連をχ 検定により実施した。期待度数が 未
満のセルが ％以上ある質問項目については回答選択肢を再カテゴリー化して期待度数
未満のセルを ％未満にしてχ 検定、またはFisherの直接確率検定を行った。 × の
クロス表以外のχ 検定により集団間に有意差があった（p＜ ． ）ものは残差分析を実施
した。すべての統計解析はSPSS Ver． ．を用い有意水準は ％未満とした。
　結果
解析対象者の学年について、管理栄養士養成課程では 年生と 年生以上の割合が多
く、 年生の割合が少なかった。栄養士養成課程では 年生の割合が多かった（表 ）。
対象トクホの利用経験者の割合は管理栄養士課程では ．％、栄養士課程では ．％で
あり、有意な差はなかった。対象トクホがトクホであると知っている者、関与成分の作用
機序について詳しく知っている、または多少知識がある者の割合は管理栄養士課程のほう
が有意に多かった。トクホ申請時に提出された論文を読んだことがあるか、広告に掲載さ
れているデータを見たことがあるかについては両課程間に有意な差はなかった（表 ）。 
表 　対象者の所属課程と学年
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それぞれの課程内における学年間比較では、管理栄養士課程ではどの学年も対象トクホ
利用経験者は約 割であり、学年間に有意差はみられなかった。栄養士課程では 年生以
上に利用経験者が有意に少なかった。対象トクホがトクホであることの認知については、
管理栄養士課程ではどの学年も ％台であり、有意差はみられなかった。栄養士課程では
年生で認知している者の割合が他学年に比べて ％程度少ないが有意差はみられなかっ
た。関与成分の作用機序の知識については、管理栄養士課程では 年生に詳しく知ってい
る、または多少知識がある者が有意に少なく、 年生以上で詳しく知っている、または多
少知識がある者が多かった。栄養士課程では 、 年生の詳しく知っている、または多少
知識がある者は ％程度、 年生以上では ．％であったが有意差はみられなかった。ト
クホ申請時に提出された論文を読んだことがあるかについては、両課程ともすべての学年
で ～ ％程度であり、学年間による有意差はみられなかった。広告に掲載されている
データを見たことがあるかについては、管理栄養士課程では詳しく見た、データに気づい
た者は全ての群で ％台であり有意差はみられなかった。栄養士課程では、 年生以上の
詳しく見た、データに気づいた者の割合が 、 年生に比べて ％程度多かったものの、
有意な差はなかった（表 ）
表 　対象者の所属課程と対象トクホの利用経験、トクホであることの認知、および科学的根拠に対する認識との関連
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保健用途が期待されると考えらえる対象者についての課程間比較において、「肥満の人」
と「肥満気味・太めの人」のみを選択した者は管理栄養士課程で有意に多かった。保健用
途が期待される対象者と判断した根拠については、課程間比較で有意差がみられたものは
なく、両課程ともテレビコマーシャルなどの宣伝から判断した者が最も多く、トクホの科
学的根拠となる論文を読んで判断した者や広告に載っているデータから判断した者は ％
程度だった（表 ）。
保健用途が期待される対象者についての、管理栄養士・栄養士それぞれの課程内の学年
間比較では、両課程とも「肥満の人」「普通の体型の人」「やせ気味の人」「やせている人」
を選択した者の割合に学年間の差はみられなかった。「肥満気味・太めの人」を選択した者
の割合は、管理栄養士課程では 年生で有意に少なく、栄養士課程では 年生に有意に多
かった。「肥満の人」および「肥満気味・太めの人」のみを選択した者については、管理栄
養士課程では全ての群で ％台となり、有意差はみられなかった。栄養士課程では学年が
上がるにつれて選択者の割合が増加していたが、学年間の有意差はみられなかった。保健
用途が期待される対象者と判断した根拠については、両課程ともすべての学年でテレビコ
マーシャルなどの宣伝から判断したという回答が約 ％であった。商品のラベルから判断
したという回答は、管理栄養士課程では 年生が有意に少なく、 年生以上で有意に多
かった。栄養士課程では 年生では ．％、 年生と 年生以上ではそれぞれ ％を超え
ていたが、有意差はみられなかった。国が許可した商品だからという回答は、栄養士課程
では 年生に有意に多く、 ・ 年生では少なかった。管理栄養士課程の 年生では
．％、 年生以上では ％を超えていたが、有意差はみられなかった。トクホの科学的
根拠となる論文を読んで判断した、または広告に載っているデータから判断した者は両課
程ともすべての学年で ％程度であり、有意差はみられなかった。（表 ） 
表 　対象者の所属課程と保健用途期待が期待される対象者の認識およびその判断根拠選択との関連（複数回答）
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　考察
本研究では他分野に比べて食品や健康に関心が高いと考えられる管理栄養士や栄養士養
成課程学生を対象にトクホ食用油の科学的根拠の認識に関する調査を行った。本調査実施
時に公表されていた管理栄養士養成課程におけるモデルコアカリキュラム ）では「食べ物
と健康の関連を理解する」、栄養士養成課程コアカリキュラム（試案） ）では「食品と衛生
―食品学（食品加工学を含む）、食品衛生学」、管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライ
ン） ）では「食べ物と健康」にトクホの記載がされている。したがって、本研究対象者は
在学中に必ず食品学に関する授業でトクホについて学ぶこととなっている。しかしなが
ら、これらのモデルコアカリキュラムやガイドラインではトクホの科学的根拠についての
言及はされていない。本調査実施時のカリキュラムが確認できた大学・短大では、食品学
の授業は管理栄養士・栄養士養成課程ともに ・ 年生で履修していた。食品学の授業で
使われている教科書では、トクホの法律的な位置づけやどのような食品であるのか、表示
義務事項、許可されている表示表現、トクホのマークが記載されていた。一部の食品学の
教科書ではトクホの保健用途の表示内容ごとに関与成分や保健用途、商品の形状を一覧表
として記載しているものや、ある特定の関与成分の作用機序を解説しているものもあった
が、保健用途が期待できる対象者について言及しているものは見当たらなかった。さらに
管理栄養士養成課程の一部では ・ 年生で食品学を履修後に食品機能についての独立し
た授業を開講し、再度トクホについて学習しているところもあった。食品機能に関する授
業で使われている教科書でもトクホの法律的な位置づけやどのような食品であるのか、表
示義務事項、許可されている表示表現、トクホのマークが記載されていた。さらに保健の
用途別に関与成分がどのように作用して保健の用途が期待できるのか、トクホの上手な使
い方について記載されているものもあったが、保健用途が期待できる対象者について言及
しているものは見当たらなかった。
トクホ利用経験の有無はトクホ認知に関連があることが報告されている ）。本研究対象
者ではトクホ利用経験に課程間の差はみられなかったものの、対象トクホをトクホと認知
している者は管理栄養士課程のほうが有意に多く、両課程とも学年の進行とともにトクホ
の認知度が上昇するということはなかった。また、栄養士課程において 年生以上には他
学年よりもトクホ利用経験者が少なかったものの、トクホであることの認知に学年間の差
はなかった。これらのことより、本研究対象者ではトクホであることの認知にトクホ利用
表5　対象者の所属課程別における学年と保健用途期待が期待される対象者の認識およびその判断根拠選択との関連（複数回答）
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経験は影響を及ぼしておらず、管理栄養士課程の学生のトクホの認知度は、専門教育の受
講経験よりも、トクホに対する関心の有無によるものと考えられた。さらに、トクホ食用
油利用経験者のうち約 ％が同居する家族が利用していたことを利用理由に挙げていたこ
とが報告されており ）、本研究においても居住形態や自炊の有無がトクホ利用経験やトク
ホ認知に影響していたのかもしれない。
関与成分の作用機序についての知識を有する者の割合は、栄養士課程に比べて管理栄養
士課程に有意に多く、管理栄養士課程では 年生に比べて 年生以上で知識を有する者の
割合が増加していた。しかしながら、栄養士課程では管理栄養士課程のような学年間の差
がみられなかったのは、管理栄養士課程では ・ 年生での食品学の授業に加え、さらに
食品機能に関する授業でトクホについて受講したことによる授業経験の差による可能性が
ある。葉酸サプリメント摂取に対する認識調査では講義受講経験の有無が結果に影響を与
えている可能性が指摘されており ）、本研究においても同様のことが考えられた。
トクホ申請時に提出された論文を読んだあるいは読もうとした経験のある者は両課程間
に差はなく、課程ごとの学年間解析でも同様だった。両課程ともトクホ申請時に提出され
た論文を調べたり読んだりした者がほとんどいなかった理由として、管理栄養士養成課程
では授業時間数が多く、限られた時間でトクホ申請時に提出された論文を読解するための
授業時間を確保することが難しいこと、栄養士養成課程には食品学に関する授業時間数が
管理栄養士課程よりも少なく、さらに 年制課程の者も含まれているため、トクホ教育に
十分な授業時間を確保できないといったことが考えられた。
広告に掲載されているデータを詳しく見た、またはデータの存在に気づいていたかにつ
いては、両課程間に差はなく、また課程内の学年間にも差は見られなかったことより、ト
クホのデータに対する関心は課程間および学年間に差はなかったと考えられる。
本研究の対象トクホについては 週間の摂取によりBody Mass Index（BMI） ．kg/m
以上の対象者では体重や体脂肪が減少したのに対し、BMI ．kg/m 未満の対象者ではこ
れらの減少がみられなかったこと ）、平均BMIが ．± ．kg/m の成人に 週間摂取させ
て体重、体脂肪、血清総コレステロールが低下したこと ）、平均BMIが kg/m 前後の被験
者を対象とした 週間の試験では体重やBMI変動がみられなかったこと ）が報告されてい
る。全学年を対象とした解析では、保健用途が期待される利用対象者として両課程とも論
文データから適切な選択肢である「肥満の人」および「肥満気味・太めの人」を ％以上
の者が選択していた。「肥満気味・太めの人」を選択した者は、両課程とも 年生以上に有
意に多かったことより、講義経験が適切な選択肢を選ぶことにつながった可能性が考えら
れる。さらに「肥満の人」および「肥満気味・太めの人」のみを選択した、保健用途が期
待される対象者を正確に把握できている者は栄養士養成課程に比べ管理栄養士養成課程の
ほうが有意に多いことが示された。しかしながら、管理栄養士・栄養士課程ともに「肥満
の人」と「肥満気味・太めの人」のみの選択者の割合は学年間に差はなく、特に管理栄養
士課程ではどの学年でもほぼ同じ割合である。したがって、正確な判断ができる者は 年
次からできていたのであろう。
しかしながら、保健用途が期待される利用対象者を選んだ根拠は両課程ともテレビコ
マーシャルの宣伝が多く、論文や広告に掲載されている科学的データではなかった。大学
生とその家族を対象とした調査では、トクホの情報源はテレビによるものが約 ％と報告
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されている ）。これらのことより、管理栄養士や栄養士養成課程学生においても、トクホ
の情報源は一般消費者と同様である可能性が示唆された。テレビコマーシャルには、摂取
することでどのような保健用途が期待できるのかを、一般消費者を含む視聴者にわかりや
すく伝えられるメリットがあると考えられる。一方、テレビコマーシャルにはトクホの保
健用途が期待される対象者や摂取方法を、論文と同じレベルで正確に伝えることができな
いデメリットがあると考えられる。本来、必要がない人が保健用途を期待してトクホを摂
取している可能性もあるため、トクホ利用者にはトクホの適切な利用についての情報提供
の必要性が示唆されている ）。したがって、トクホについて相談を受ける立場となる管理
栄養士・栄養士養成課程学生には、相談を受けた際に一般消費者のようにテレビから得ら
れた情報のみで回答してしまわないよう、保健用途が期待できる対象者であるか、どのよ
うな利用方法をするべきかといった科学的根拠について情報を集め、理解し、一般消費者
に伝えるスキルや習慣を身に着ける必要があると考えられる。
これまでに、我々は管理栄養士・栄養士養成課程を含む健康科学系女子大学生の約 割
の者が対象トクホの科学的根拠となる論文から利用対象者や摂取方法を正しく認識してい
ないこと ）や保健用途が期待できない対象者の利用が多いこと ）を指摘してきた。また、
管理栄養士を含む医療従事者を対象とした調査においても、医療従事者には保健機能食品
についての情報を十分に入手できず効果の学術的根拠の情報が不足していると感じている
者が多いこと、トクホ申請時に提出された保健用途が期待される科学的根拠の裏付けとな
る論文を確認している者が少ないことが報告されている ，）。したがって、本研究の結果を
踏まえ、今後の管理栄養士や栄養士養成課程におけるトクホについての授業では、テキス
トの内容を講義するだけではなく、学生にトクホの科学的根拠となる論文を探し出させ、
読解してトクホの保健用途が期待できる対象者や摂取方法について検討させることが必要
かもしれない。このような一連の演習を行うことでトクホの科学的根拠を裏付ける論文を
調べるというスキルを身につけ、管理栄養士や栄養士として就職後に患者等からトクホの
摂取について質問されたときに、適切な対応ができるようになるのではないかと想定され
る。しかしながら、 年 月 日現在でおよそ 千品目のトクホが認可され ）、密度の
濃い管理栄養士・栄養士養成カリキュラムが施行されている現状では、食品学に関する授
業時間内で一人ひとり個別に論文を探して検討させるのは難しいことも想定される。ま
た、トクホは健康増進法を根拠法令としているため、公衆衛生学や公衆栄養学とも無関係
ではない。したがって、長期休暇中の課題や複数人の班で一つのトクホに関する科学的根
拠の論文を探して検討する、トクホについて公衆衛生学や公衆栄養学とも連携した授業を
行うのも方法の一つと考えられる。
本研究の限界点として、対象トクホが若年女性に関心の高い「体脂肪を減らす」目的の
トクホ ） 商品だけであったことがあげられる。したがって、異なる目的のトクホであれ
ばまた異なる結果が得られた可能性もある。また、管理栄養士・栄養士養成課程はすべて
の都道府県に設置されているが、今回対象としたのはその一部であり、さらに本研究では
管理栄養士養成課程学生と栄養士養成課程学生の学年別人数分布が異なっている。トクホ
に関する知識の有無には授業経験が関わっている可能性があるが、本研究では調査実施時
にどの程度トクホについての教育を受けたのかは調査しておらず、対象者のトクホについ
ての習熟度は不明である。したがって本研究の結果だけですべての管理栄養士・栄養士養
特定保健用食品の食用油に対する管理栄養士および
栄養士養成課程学生の科学的根拠の認識
成課程女子学生のトクホに対する科学的根拠の認識ととらえるのではなく慎重な解釈も必
要と考えられる。
　結論
管理栄養士課程学生は栄養士課程学生に比べて対象トクホをトクホと認知している者、
関与成分の作用機序についての知識を有する者、保健用途が期待できる対象者を正確に把
握している者の割合が多かった。特に、管理栄養士課程では 年生以上に関与成分の作用
機序の知識を有する者の割合が多く、講義受講経験の効果があったと考えられた。しかし
ながら、両課程ともその科学的根拠を示す論文へのアクセスは少なく、また保健用途が期
待できる対象者を選ぶ根拠は一般消費者と同様にテレビコマーシャルが大多数を占めてい
た。対象学生が管理栄養士や栄養士となり、消費者からトクホの利用相談を受けた際に適
切な回答ができるよう、今後はテレビコマーシャルから保健用途が期待できる対象者をイ
メージするのではなく、トクホ申請時に提出された論文を読んだり、商品パッケージや広
告に記載されたデータを確認したりして、トクホの科学的根拠や保健用途が期待できる対
象者を正しく認識できるようにするための管理栄養士・栄養士教育が必要と考えられる。
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Summary
The understanding about scientific evidence of dietary oil products as a Food for 
Specified Health Use（FOSHU）among students at training schools for registered 
dietitian and for dietitian．
TANAKA-YAGUCHI Yuri，MURAKAMI Taro，MATSUMOTO Keitaro，
OKAMURA Koji， ISHIHARA Kengo，ONO Chieko，FUJII Hisao
This survey targeted female students at training schools for registered dietitians and 
those at training schools for dietitians to clarify their understanding about the scientific 
evidence of dietary oil products as a Food for Specified Health Use （FOSHU）．Students 
at the training schools for registered dietitians recognized the target products as FOSHU，
had knowledge of eficacy mechanisms of FOSHU，and recognized the target expected 
eficacy of FOSHU products more than those at the training schools for dietitians． 
Especialy， rd grade more students at training schools for registered dietitians，there 
were more students who fad knowledge of eficacy mechanisms of FOSHU．However， 
 students and  student in registered dietitian training schools and dietitian training 
schools，respectively，referred and read scientific evidence papers and about ％ 
students in both training schools judged target population who can benefit of FOSHU 
products from television commercials．Therefore， for both training school students， 
dietetic education regarding the eficacy mechanisms of FOSHU products，posted data on 
product packages and advertisements，papers submitted with FOSHU applications is 
needed to understand target population who can benefit from FOSHU products．
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